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近
頃､

毎
日
の
新
聞
紙
上
に
、
我

が
国
の
政
治
経
済
を
は
じ
め
色
々

な
問
題
が
出
て
き
て
、
い
っ
た
い

こ
れ
か
ら
国
が
ど
う
な
る
の
か
、

と
い
う
不
安
材
料
が
載
ら
な
い
日

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
面
で
は

経
済
成
長
は
な
い
と
い
わ
れ
な
が

ら
、
海
外
へ
の
旅
行
者
は
史
上
最

高
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
ブ
ラ
ン

ド
品
は
高
価
な
も
の
ほ
ど
大
い
に

売
れ
、
車
社
会
は
衰
え
る
様
子
も

な
く
、
一
見
、
豊
か
で
平
和
な
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
他
面
、
政
治
の

腐
敗
、
世
界
に
例
の
な
い
大
借

金
、
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理

な
ど
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
の
解
決

の
道
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
状
況

は
、
お
そ
ら
く
頻
発
す
る
強
盗
殺

人
、
少
年
犯
罪
、
学
校
教
育
の
行

き
詰
ま
り
な
ど
の
、
私
た
ち
の
身

近
に
起
こ
る
事
件
が
増
え
続
け
る

予
想
を
裏
切
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
悲
観
的
に
考
え
て

ゆ
く
な
ら
ば
、
個
々
の
人
々
に

と
っ
て
は
絶
望
的
に
な
る
よ
り
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
国
や
社
会
の
造
り
出

す
大
き
な
壁
に
向
か
っ
て
、
人
々

は
い
っ
た
い
何
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
か
。
い
く
ら
口
や
文
章
で

批
判
を
し
て
も
、
実
際
は
何
も
出

来
な
い
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
る

筈
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
信
心
を

い
た
だ
い
て
い
る
者
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら

く
個
人
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
金
光

教
団
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
何
か

し
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

問
題
に
対
し
て
は
ど
う
す
る
事
も

出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
本
教
で
も
難
儀
な
人

の
助
か
り
を
願
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
を
進
め
、
全
教

の
教
会
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら

し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

も
大
切
な
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
な
が
ら
も
っ
と
大
切
で
あ

り
、
ま
た
誰
で
も
出
来
る
こ
と

は
、
改
め
て
金
光
大
神
の
生
き
方

を
じ
っ
く
り
い
た
だ
き
、
そ
の
教

え
に
沿
う
生
き
方
、
天
地
の
道
理

と
い
わ
れ
る
生
き
方
を
進
め
る
こ

と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
暮
ら
し
を
も
う
一
度
見

つ
め
直
し
、
金
光
教
祖
の
教
え
に

よ
る
自
由
で
自
主
的
と
い
う
、
人

真
似
を
せ
ず
、
堅
実
で
実
意
で
あ

ろ
う
と
す
る
暮
ら
し
方
を
通
し
、

本
当
に
私
た
ち
が
神
の
愛
し
子
と

い
わ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
「
人
間

の
尊
厳
」
を
守
り
抜
く
生
き
方
を

貫
く
こ
と
で
す
。

　
い
つ
の
世
に
も
世
の
中
は
力
あ

る
も
の
が
大
き
な
壁
を
作
り
、
名

も
な
い
人
々
を
押
さ
え
つ
け
ま

す
。
金
光
教
祖
が
迷
信
打
破
、
生

活
現
場
が
信
心
の
本
番
な
り
と
い

わ
れ
た
何
も
の
に
も
負
け
な
い
信

念
あ
る
生
き
方
を
、
ま
ず
わ
れ
自

身
か
ら
進
め
、
家
族
、
友
人
、
信

友
と
と
も
に
胸
を
張
っ
て
生
き
る

こ
と
を
、
と
も
ど
も
に
改
め
て
確

認
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

﹃
金
光
大
神
の
生
き
方
を
頂
く
﹄

道
東
地
区
教
会
連
合
会
副
会
長
　
矢
代
千
春
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帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

　
今
年
は
、
昨
冬
に
引
き
続
い
て

の
大
雪
と
、
例
年
よ
り
も
さ
ら
に

寒
い
冬
を
迎
え
た
十
勝
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
二
月
一
一
日

に
は
信
徒
総
会
が
開
か
れ
、
信
徒

会
の
前
年
度
行
事
報
告
と
決
算
、

今
年
度
の
予
定
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
信
徒
会
の
監

事
に
佐
々
木
昇
・
桑
原
美
代
子
の

両
氏
が
新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
後
、
恒
例
の
懇
親
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
教
会
広

前
で
行
わ
れ
、
鍋
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
連
合
会
主
催
の
交
流

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
当
番
教
会

に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
教
会
信

徒
会
と
し
て
も
、
念
願
だ
っ
た
信

徒
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
今
年

こ
そ
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

十
勝
教
会
の
主
な
行
事
予
定

・
天
地
金
乃
神
大
祭
四
月
一
五
日

　
十
一
時

・
教
会
創
立
記
念
祭
並
布
教
功
労

　
者
報
徳
祭
　
八
月
一
六
日

・
生
神
金
光
大
神
大
祭
一
一
月

　
一
八
日
　
十
一
時

婦
人
部
に
よ
る

　
「
お
味
噌
造
り
」
（
六
月
）

　
等
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
を
追
う
ご
と
に
信
徒
会
の
活

動
が
展
開
し
、
活
発
に
な
り
つ
つ

あ
る
よ
う
で
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
ま
す
。

　
三
月
、
網
走
で
行
わ
れ
た
地
区

連
の
総
会
・
研
修
会
で
は
遠
く
よ

り
多
く
の
方
に
来
網
頂
き
、
網
走

教
会
信
徒
会
に
置
き
ま
し
て
も
、

大
い
に
刺
激
を
受
け
、
元
気
が
出

て
参
っ
た
よ
う
な
次
第
で
す
。
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
月
、
流
氷
も
遙
か
に
遠
ざ
か

り
、
教
会
の
活
動
も
春
の
来
訪
と

と
も
に
俄
に
活
気
を
帯
び
て
く
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
九
月
に
地
区
連
教
会

対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
る
と
の
こ
と
教
会
を
あ
げ
て

の
参
加
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
信
徒
会
活
動
と
し
て
は
昨
年
に

引
き
続
き
、

「
廃
油
石
鹸
造
り
」
（
七
月
）

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
＆
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
」
（
八
月
）

　
年
末
・
年
始
は
良
い
お
天
気
に

恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
二
一
世
紀
初

め
の
お
正
月
を
迎
え
た
。
教
会
の

屋
根
に
積
も
っ
て
い
た
雪
を
除
雪

し
て
い
た
だ
い
て
、
一
月
三
日
、

在
籍
の
信
奉
者
が
集
い
、
沢
田
正

さ
ん
の
先
唱
で
、
新
年
の
ご
祈
念

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
新
年
を
祝
っ

　
今
年
の
冬
は
、
雪
も
多
く
ま
た

寒
さ
も
厳
し
か
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
十
日
間
ぐ
ら
い
マ
イ
ナ
ス

二
〇
度
を
超
え
る
日
が
続
き
ま
し

た
の
で
、
雪
も
解
け
ず
、
屋
根
の

氷
も
だ
ん
だ
ん
と
厚
く
な
り
、
教

会
の
広
前
な
ど
に
も
眇
漏
り
が
起

て
談
笑
し
た
。

　
新
年
は
、
在
籍
す
る
信
奉
者
だ

け
が
集
う
の
で
、
お
互
い
に
親
戚

以
上
の
つ
き
あ
い
が
あ
り
、
お
互

い
の
親
や
若
か
り
し
頃
の
思
い
出

話
や
、
子
や
孫
等
の
消
息
を
確
か

め
合
っ
た
り
し
て
、
今
年
も
元
気

で
頑
張
り
ま
し
よ
う
と
励
ま
し

合
っ
て
別
れ
た
。

　
今
後
の
予
定
は
、
五
月
二
六
日

九
時
三
〇
分
か
ら
滝
上
霊
園
の
墓

参
。
十
時
三
〇
分
か
ら
天
地
金
乃

神
大
祭
と
、
春
季
霊
祭
が
奉
仕
さ

れ
る
予
定
。
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北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

北
見
教
会

き
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
冬
に

は
な
か
な
か
運
動
が
出
来
ま
せ
ん

が
、
久
し
ぶ
り
に
屋
根
の
氷
割
り

に
精
を
出
す
こ
と
で
一
汗
を
か
く

こ
と
が
で
き
、
ま
た
屋
根
の
修
理

も
で
き
、
一
石
二
鳥
の
お
か
げ
を

蒙
り
ま
し
た
。

春
に
な
る
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
運
動
が
出
来
ま
す

が
、
冬
は
な
か
な
か
出
来
な
い
こ

と
が
多
く
、
何
か
い
い
運
動
が
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
（
健
康
増

進
と
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
複
合

施
設
）

が
あ
り
ま
す
が
、
お
金
が

あ
ま
り
か
か
る
の
も
問
題
あ
る

し
、
体
育
館
で
歩
く
の
が
一
番
い

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
は

週
に
一
度
で
す
が
市
の
総
合
体
育

館
に
通
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

あ
ま
り
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

続
け
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
、
時

間
を
作
り
通
う
よ
う
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
も
元
旦
祭
が
午
前
零
時
に

仕
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
二

名
の
古
い
信
者
さ
ん
が
北
見
を
去

り
、
い
さ
さ
か
寂
し
い
思
い
が
す

る
元
旦
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
月
二
一
日
、
月
例
祭
・
信
徒

総
会
・
新
年
会
。
前
年
度
経
過
・

決
算
、
今
年
度
の
予
定
等
の
承
認

を
得
て
総
会
を
終
了
し
、
ゲ
ー
ム

や
福
引
き
等
で
盛
り
上
が
っ
た
新

年
会
に
移
り
ま
し
た
。

こ
の
冬
は
体
調
を
崩
さ
れ
る
方

が
、
何
人
か
い
ま
す
の
が
、
こ
れ

か
ら
の
教
会
御
用
に
元
気
に
お
使

い
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
行
事
予
定

三
月
二
〇
日
　
春
季
霊
祭
併
せ
て

岡
本
藤
五
郎
先
生
六
十
年
祭

四
月
一
日
　
勧
学
祭

五
月
三
日
　
天
地
金
乃
神
大
祭

六
月
三
〇
日
　
半
年
感
謝

（
一
九
時
）

　
八
月
二
六
日
　
月
例
祭
・
教
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

　
九
月
二
三
日
　
秋
季
霊
祭

一
一
月
三
日
生
神
金
光
大
神
大
祭

一
二
月
三
一
日
　
越
年
感
謝
祭

　
　
（
二
三
時
時
）

昨
年
予
定
し
て
い
な
が
ら
実
現
し

な
か
っ
た
境
内
整
備
も
ぜ
ひ
実
行

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

＊
経
過
　
二
〇
世
紀
最
後
と
二
一

世
紀
最
初
と
い
う
年
末
年
始
は
、

「
猛
吹
雪
と
の
天
気
予
報
」
の

中
、
越
年
祭
は
三
一
日
の
一
三
時

か
ら
、
元
日
祭
は
元
旦
の
十
時
半

か
ら
祭
典
は
予
定
ど
お
り
仕
え
ら

れ
た
。
暴
風
雪
は
だ
ん
だ
ん
ひ
ど

く
な
っ
て
夜
半
ま
で
続
い
た
が
、

朝
に
は
小
春
日
和
の
よ
う
な
良
い

お
天
気
に
な
り
、
朝
日
の
豊
栄
昇

り
に
元
日
祭
は
仕
え
ら
れ
た
。

△
一
月
二
八
日
、
信
徒
会
総
会
・

新
年
会
が
持
た
れ
た
。
毎
年
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
総
会
参
加
者
に
歯

止
め
が
か
か
り
、
約
六
〇
名
の
参

加
を
得
て
、
信
徒
会
役
員
一
同

ホ
ッ
ト
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い

た
。
△
三
月
二
〇
日
、
春
季
霊
祭

が
奉
仕
さ
れ
た
。
祭
典
後
『
我
が

親
の
信
心
を
語
る
』
と
題
し
て
、

池
亀
徳
和
氏
の
お
話
が
あ
っ
た
。

話
を
聞
き
な
が
ら
、
池
亀
徳
五
郎

氏
の
あ
り
し
日
を
偲
び
な
が
ら
、

父
の
信
心
を
受
け
て
「
今
、
自
分

が
取
り
組
ん
で
い
る
」
話
に
一
同

感
動
し
て
い
た
。

＊
今
後
の
予
定
は
、
▽
四
月
一

日
・
勧
学
祭
。
▽
四
月
二
九
日
・

春
季
奥
城
祭
。
▽
五
月
二
〇
日
・

天
地
金
乃
神
大
祭
。
▽
六
月
三
〇

日
・
上
半
期
感
謝
祭
。
▽
八
月
二

八
〜
二
九
日
・
親
子
キ
ャ
ン
プ
。

▽
八
月
二
六
日
・
布
教
九
三
年
記

念
祭
。
▽
今
年
も
原
則
と
し
て
毎

月
十
日
に
は
月
例
祭
を
、
二
一
日

は
月
例
祭
に
併
せ
て
月
例
霊
祭
を

奉
仕
し
ま
す
。
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道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
五
―
〇
八
三
三
　
釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
　
金
光
教
釧
路
教
会

道
東
地
区
教
会
連
合
会
経
過
と
予
定

【
役
員
会
】
平
成
一
二
年
一
一
月
二
三
日
に
十

勝
教
会
で
役
員
会
を
開
き
、
九
月
三
日
に
釧
路

教
会
で
行
わ
れ
た
総
会
で
の
要
望
事
項
な
ど
、

具
体
的
対
応
を
検
討
し
た
。
▽
出
席
者
・
江
郷

繁
樹
、
矢
代
千
春
、
田
中
敬
一
、
玉
置
衛
、
池

亀
徳
和
、
横
畠
安
男
、
大
畠
昭
一
、
和
崎
光

治
、
今
森
勉
。
▽
議
題
❶
平
成
一
三
年
度
総
会

の
件
。
・
日
時
、
平
成
一
三
年
三
月
一
七
日
一

四
時
か
ら
一
八
日
一
二
時
ま
で
。
・
会
場
、
網

走
教
会
。
・
研
修
会
テ
ー
マ
、
シ
リ
ー
ズ
二
一

世
紀
を
ど
う
生
き
る
か
Ⅰ
「
食
に
つ
い
て
」
。

生
産
者
、
流
通
業
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
の
提

言
。
懇
談
。
・
連
合
会
役
員
の
総
会
へ
の
出
席

と
、
当
番
教
会
の
信
奉
者
の
出
席
の
励
行
。
❷

連
合
会
主
催
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い

て
。
・
場
所
、
十
勝
地
区
。
・
当
番
教
会
、
十

勝
教
会
。
・
場
所
は
当
番
教
会
に
、
日
程
は
一

三
年
度
の
総
会
で
決
定
。
❸
そ
の
他
。
各
教
会

の
大
祭
日
程
、
教
区
行
事
等
に
つ
い
て
。

【
総
会
】
平
成
一
三
年
三
月
一
七
〜
一
八
日
。

会
場
・
網
走
教
会
（
懇
親
会
、
宿
泊
は
「
も
と

よ
し
」
）
。
総
会
と
研
修
会
。
▽
出
席
者
・
釧

路
教
会
、
江
郷
繁
樹
、
江
郷
百
々
代
、
池
亀
徳

和
、
池
亀
昭
子
、
寺
戸
ヨ
シ
、
柏
木
ヨ
シ

ノ
。
・
北
見
教
会
、
矢
代
千
春
、
横
畠
安
男
、

石
田
誠
。
・
十
勝
教
会
、
玉
置
衛
、
大
畠
昭

一
、
和
崎
光
治
。
・
帯
広
教
会
、
田
中
敬
一
、

今
森
勉
、
林
敏
明
。
・
網
走
教
会
、
菊
川
松
次

郎
、
菊
川
英
美
、
新
谷
泰
造
、
厚
海
武
、
新
谷

和
郎
、
新
谷
哲
章
、
新
谷
基
衛
、
新
谷
光
一
、

金
谷
新
三
郎
、
山
本
チ
カ
子
、
石
川
邦
子
、
葛

西
澄
子
、
竹
沢
末
子
、
中
野
時
子
、
新
谷
和

子
、
青
山
茂
子
。
▽
研
修
会
。
テ
ー
マ
「
食
に

つ
い
て
」
。
提
言
者
、
生
産
者
の
立
場
よ
り
北

見
教
会
・
横
畠
安
男
氏
。
提
言
の
後
、
全
体
懇

談
。
流
通
、
消
費
者
の
立
場
で
の
提
言
が
都
合

に
よ
り
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
日
々
口
に
す
る

食
品
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
、
生
産
者
の
方
が

多
数
参
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
農
薬
や

輸
入
品
な
ど
に
対
す
る
生
産
現
場
の
実
状
、
消

費
す
る
側
の
問
題
意
識
な
ど
充
実
し
た
内
容
の

研
修
と
な
っ
た
。
▽
懇
親
会
。
会
場
を
旅
館

「
も
と
よ
し
」
へ
移
し
、
網
走
教
会
長
の
司
会

で
親
睦
会
が
な
さ
れ
た
。
色
々
な
ゲ
ー
ム
や
、

子
供
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
に
ぎ
や

か
で
和
や
か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。
▽
朝
御
祈

念
。
御
祈
念
後
、
田
中
敬
一
師
に
よ
る
感
話
。

▽
総
会
。
前
年
度
行
事
・
決
算
報
告
、
今
年
度

の
予
定
・
予
算
が
教
師
会
、
信
徒
会
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
な
さ
れ
た
。
・
教
師
会
の
連
合
会
費
が
二

千
円
に
な
っ
た
。
・
道
東
地
区
教
会
交
流
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
九
月
二
日
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
会
場
は
池
田
町
清
見
ヶ
丘
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
予
定
）
。
▽
平
成
一
四
年

度
の
総
会
に
つ
い
て
。
・
日
時
、
平
成
一
四
年

三
月
一
六
〜
一
七
日
。
・
当
番
教
会
、
北
見
教

会
。
▽
総
会
の
会
場
に
つ
い
て
。
総
会
の
会
場

は
当
番
教
会
の
持
ち
回
り
に
な
っ
て
い
る
が
、

阿
寒
等
に
固
定
し
て
開
催
す
べ
き
で
は
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
連
合
会
内
の
教
会

を
一
巡
す
る
ま
で
は
、
現
在
の
ど
お
り
で
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
場
は
当
番
教
会
が

決
め
る
た
め
、
当
番
教
会
以
外
の
地
区
で
の
開

催
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
十
勝
教
会
　
四
月
一
五
日
（
日
）

●
帯
広
教
会
　
四
月
二
二
日
（
日
）

●
北
見
教
会
　
五
月
　
三
日
（
木
）

●
釧
路
教
会
　
五
月
二
〇
日
（
日
）

●
滝
上
教
会
　
五
月
二
六
日
（
土
）

●
網
走
教
会
　
五
月
二
七
日
（
日
）

十
勝
は
午
前
一
一
時
、
滝
上
は
一
〇
時
三
〇
分

よ
り
、
他
は
一
一
時
三
〇
分
祭
典
執
行

道
東
地
区
各
教
会

　
　
天
地
金
乃
神
大
祭
日
程


